
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2001－13931
(P2001－13931A)

(43)公開日 平成13年1月19日(2001.1.19)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �G�0�9�G  3/36    

   �G�0�2�F  1/133   505

   �G�0�9�G  3/20    642

   � � � �           

   �H�0�4�N  9/30    

   �G�0�9�G  3/36    

   �G�0�2�F  1/133   505

   �G�0�9�G  3/20    642 E

   � � � �           642 L

   �H�0�4�N  9/30    

�2�H�0�9�3

�5�C�0�0�6

�5�C�0�6�0

�5�C�0�6�6

�5�C�0�8�0
審査請求 有 請求項の数 9ＯＬ（全 10数） 最終頁に続く

(21)出願番号 特願2000－97858(P2000－97858)

(22)出願日 平成12年3月30日(2000.3.30)

(31)優先権主張番号 1999P22398

(32)優先日 平成11年6月15日(1999.6.15)

(33)優先権主張国 韓国(KR)

(71)出願人 390019839

三星電子株式会社

大韓民国京畿道水原市八達区梅灘洞416

(72)発明者 朴 貞淑

大韓民国釜山市西区富民洞1街13－40,1/4

(72)発明者 リュ ゲウォン

大韓民国ソウル市瑞草区方背3洞1023－8

(74)代理人 100095957

弁理士 亀谷 美明 (外3名)

最終頁に続く

(54)【発明の名称】 液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整方法

(57)【要約】
【課題】  液晶ディスプレイ装置へ入力されるＲ,Ｇ及
びＢの色信号の利得とオフセットが簡便かつ正確に設定
できる液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整
方法を提供する。
【解決手段】  コンピュータシステムから入力される映
像信号の利得は最大にオフセットは最小に初期化し(ス
テップＳ１０)，ブラック領域の安定領域データを読み
出すためにベースアドレスレジスタを設定(ステップＳ
２１)した後，読み出された映像信号のデータが初期化
された最小データになるまでオフセットを減少させて調
整し(ステップＳ２３)，オフセット調整が完了(ステッ
プＳ２４)するとホワイト領域の安定領域データを読み
出すためにベースアドレスレジスタを設定(ステップＳ
３１)した後，読み出された映像信号のデータが初期化
された最大データになるまで利得を増加させ(ステップ
Ｓ３３)調整する。



(2) 特開２００１－１３９３１

10

20

30

40

50

1
【特許請求の範囲】
【請求項１】  コンピュータシステムから入力される映
像信号の利得とオフセットを調整するために利得は最大
に，オフセットは最小に初期化する第１過程と；ブラッ
ク領域の安定領域データを読み出すためにベースアドレ
スレジスタを設定した後，ベースアドレスレジスタを介
して読み出された映像信号のデータと，上記第１過程を
介して初期化された最小データとの比較によってオフセ
ットを調整する第２過程と；前記第２過程のオフセット
調整が完了すると，ホワイト領域の安定領域データを読
み出すためのベースアドレスレジスタを設定した後，ベ
ースアドレスレジスタを介して読み出された映像信号の
データと前記第１過程を介して初期化された最大データ
との比較によって利得を調整する第３過程と；を含むこ
とを特徴とする液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセ
ット調整方法。
【請求項２】  前記第２過程は，ブラック領域の安定領
域データを読み出すためにベースアドレスレジスタを設
定する第１段階と；前記第１段階で設定されたベースア
ドレスレジスタを介して読み出された映像信号のデータ
が前記第１過程にて初期化された最小データより大きい
か否かを判断する第２段階と；前記第２段階の判断の結
果，ベースアドレスレジスタ介して読み出されたデータ
が最小データより大きい場合，好適のオフセットが得ら
れるまでオフセットを減少させる第３段階と；前記第２
段階の判断の結果，ベースアドレスレジスタを介して読
み出されたデータが最小データと同一であるか，または
小さい場合，現在読み出されたデータをオフセットに設
定しオフセット調整を完了する第４段階と；をさらに含
むことを特徴とする請求項１に記載の液晶ディスプレイ
装置の利得及びオフセット調整方法。
【請求項３】  前記第３過程は，ホワイト領域の安定領
域データを読み出すためにベースアドレスレジスタを設
定する第５段階と；前記第５段階で設定されたベースア
ドレスレジスタを介して読み出された映像信号のデータ
が，前記第１過程において初期化された最大データより
小さいか否かを判断する第６段階と；前記第６段階の判
断の結果，ベースアドレスレジスタを介して読み出され
たデータが最大データより小さい場合，好適の利得が得
られるまで利得を増加させる第７段階と；前記第６段階
の判断の結果，ベースアドレスレジスタを介して読み出
されたデータが最大データと同一であるか，または大き
い場合，現在読み出されたデータを利得に設定し利得調
整を完了する第８段階を含むことを特徴とする請求項１
または２に記載の液晶ディスプレイ装置の利得及びオフ
セット調整方法。
【請求項４】  前記第１過程にて初期化される最小デー
タは‘０×００’であり，最大データは‘０×ＦＦ’で
あることを特徴とする請求項１，２または３のいずれか
に記載の液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調*
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*整方法。
【請求項５】  前記第２，第３過程にて設定されたベー
スアドレスレジスタを介して読み出される映像信号のデ
ータは，画素(ｐｉｘｅｌ)単位であることを特徴とする
請求項１，２または３のいずれかに記載の液晶ディスプ
レイ装置の利得及びオフセット調整方法。
【請求項６】  前記安定領域データは，コンピュータシ
ステムから入力されるＲ，Ｇ及びＢの色信号のエッジ部
分に発生されるノイズのない領域のデータであることを
特徴とする請求項１，２，３，４または５のいずれかに
記載の液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整
方法。
【請求項７】  前記安定領域データは，コンピュータシ
ステムから入力されるＲ，Ｇ及びＢの色信号のエッジ部
分に発生するノイズのない領域のデータ中，エッジ部分
に発生するノイズ領域(ダンピング領域)の２～３倍に設
定することを特徴とする請求項１，２，３，４，５，６
または７のいずれかに記載の液晶ディスプレイ装置の利
得及びオフセット調整方法。
【請求項８】  コンピュータシステムから入力される映
像信号のダンピング領域データのダンピングレベルを抽
出する第１０過程と；前記第１０過程で抽出されたダン
ピング領域データのダンピングレベルとマイクロコンピ
ュータに既に保存されているダンピング領域データのダ
ンピングレベルを比較し一致するデータがあるか否かを
判断する第１１過程と；前記第１１過程の判断の結果，
一致するデータがある場合，マイクロコンピュータに保
存されている該当ダンピングレベルで設定された利得と
オフセットデータを，現在調整中の液晶ディスプレイ装
置の利得とオフセットとして設定する第１２過程と；前
記第１１過程の判断の結果，一致するデータがない場
合，最も近接なダンピングレベルで設定された利得とオ
フセットを現在調整中の液晶ディスプレイ装置の利得と
オフセットとして設定する第１３過程と；前記第１２お
よび１３過程で設定された利得とオフセットによって利
得とオフセットを調整する第１４過程と；を含むことを
特徴とする液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット
調整方法。
【請求項９】  前記第１１過程のマイクロコンピュータ
には，コンピュータシステムから液晶ディスプレイ装置
へ入力される映像信号のダンピング領域データのダンピ
ングレベルに対するデータと，該当ダンピングレベルデ
ータの映像信号が入力される時，調整された利得とオフ
セットデータが保存されていることを特徴とする請求項
８記載の液晶ディスプレイ装置の利得及び調整方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は，液晶ディスプレイ
装置(Ｌｉｑｕｉｄ  Ｃｒｙｓｔａｌ  Ｄｉｓｐｌａｙ)
の利得(Ｇａｉｎ)及びオフセット(Ｏｆｆｓｅｔ)調整方
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法に関するものである。特に，液晶ディスプレイ装置の
生成過程において，コンピュータシステムから液晶ディ
スプレイ装置へ入力される映像信号の安定領域データを
利用し，映像信号即ち，Ｒ，Ｇ及びＢの色信号の利得
と，画面上にディスプレイされる映像の明るさ(Ｂｒｉ
ｇｈｔｎｅｓｓ)を調節するオフセットを，簡便かつ正
確に設定することができる液晶ディスプレイ装置の利得
及びオフセット調整方法に関したものである。
【０００２】
【従来の技術】一般的に液晶ディスプレイ装置は，陰極
線管モニタとは違って軽量で薄く製造できるだけでな
く，映像が歪まず奇麗に表示できるという長所があるた
め，ノートブック型パソコンを始めとしてその使用範囲
が拡大しつつある。
【０００３】上記のように液晶ディスプレイ装置はコン
ピュータシステムから入力されるＲ,Ｇ,及びＢの色信号
の利得を可変し，ホワイトバランス(Ｗｈｉｔｅ  Ｂａ
ｌａｎｃｅ)を調節し，画面の明るい面と暗い面との対
比が明確に現れるように明暗を調節している。
【０００４】液晶ディスプレイ装置は特定範囲の明るさ
を求められるため，ＬＣＤパネルに表示されるＲ,Ｇ及
びＢの色信号のバイアスによってカットオフ(ｃｕｔｏ
ｆｆ)電圧を設定して明るさを調節するとともに，カッ
トオフ電圧を基準とするバイアス電圧を発生させて明る
さを可変する。
【０００５】図１は従来技術による液晶ディスプレイ装
置の構成を示した概略ブロック図である。図１に示した
ように，コンピュータシステム１は液晶ディスプレイ装
置画面上に表示される所定映像信号，即ち，Ｒ,Ｇ及び
Ｂの色信号を出力すると同時に，水平同期信号Ｈ及び垂
直同期信号Ｖを出力する。
【０００６】プリアンプ(Ｐｒｅ―Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ)
部２はコンピュータシステム１から出力されるＲ,Ｇ及
びＢの色信号レベルを増幅し，後述されるマイクロコン
ピュータ４から出力された明るさ制御信号によってレベ
ルを可変し出力する。
【０００７】アナログ/デジタル変換部(Ａｎａｌｏｇ  
ｔｏ  Ｄｉｇｉｔａｌ  Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ；以下，Ａ
／Ｄ部と略する)３は，後述されるＰＬＬ部５から出力
された分周値によってプリアンプ部２から出力されるア
ナログの映像信号をデジタル信号に変換し出力する。
【０００８】マイクロコンピュータ４は，コンピュータ
システム１から入力される水平同期信号Ｈ及び垂直同期
信号Ｖを検出して分離し，分離された水平同期信号Ｈ及
び垂直同期信号Ｖの周波数によって動作モードを判断
し，判断された動作モードに応じた解像度を認識する。
【０００９】この時，コンピュータシステム１から出力
される水平同期信号Ｈ及び垂直同期信号Ｖの周波数と解
像度はＣＧＡ(Ｃｏｌｏｒ  Ｇｒａｐｈｉｃｓ  Ａｄａ
ｐｔｅｒ)モード，ＶＧＡ(Ｖｉｄｅｏ  Ｇｒａｐｈｉｃ
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ｓ  Ａｒｒａｙ)モード及びＳＶＧＡ(Ｓｕｐｅｒ  Ｖｉ
ｄｅｏ  Ｇｒａｐｈｉｃｓ  Ａｒｒａｙ)モードなど色
々な動作モードによって相異する。
【００１０】例えば，ＣＧＡモードは水平同期信号Ｈの
周波数が１５.７５ＫＨｚであり，垂直同期信号Ｖの周
波数は６０Ｈz，解像度は６４０×３５０である。ま
た，ＶＧＡモードは水平同期信号Ｈの周波数が３１.５
ＫＨｚであり，垂直同期信号Ｖの周波数は６０Ｈz又は
７０Ｈz，解像度は７２０×３５０又は６４０×４８０
である。
【００１１】さらに，ＳＶＧＡモードは水平同期信号Ｈ
の周波数が３５～３７ＫＨｚであり，垂直同期信号Ｖの
周波数はインタレース(ｉｎｔｅｒｌａｃｅ)であり，解
像度は８００×６００である。
【００１２】したがって，マイクロコンピュータ４は上
記動作モードに応じた解像度を認識した後，分離した水
平同期信号Ｈ及び垂直同期信号Ｖを後述するＰＬＬ部５
とグラフィック制御部６へ出力する。
【００１３】ＰＬＬ(Ｐｈａｓｅ  Ｌｏｃｋｅｄ  Ｌｏ
ｏｐ)部５は，マイクロコンピュータ４にて認識した解
像度に応じて分周値を可変し，Ａ／Ｄ部３へ出力する。
【００１４】グラフィック制御部６は，上記マイクロコ
ンピュータ４が認識した解像度に応じてＰＬＬ部５から
出力される水平同期信号Ｈを介してＡ／Ｄ部３から出力
されるパルス信号の周波数を調節し，ＬＣＤパネル７に
映像信号が表示できるようにする。
【００１５】ここで，上記プリアンプ部２，Ａ／Ｄ部３
及びＰＬＬ部５は別々に分離し構成することもあるが，
一つのチップ(Ｃｈｉｐ)からなることもある。
【００１６】このように構成された液晶ディスプレイ装
置の利得及びオフセットを調整するためには，先ずプリ
アンプ部２からＡ／Ｄ部３に入力されるアナログのＲ,
Ｇ及びＢの色信号を，Ａ／Ｄ部３の基準レベルに合わせ
なければならない。
【００１７】このようにプリアンプ部２からＡ／Ｄ部３
へ入力されるアナログのＲ,Ｇ及びＢの色信号をＡ／Ｄ
部３の基準レベルに合せるためには，ボトムレベルとト
ップレベルを調整するようになるが，この時，ボトムレ
ベルを設定することをオフセット調整といい，信号幅を
調整しトップレベルを設定することを利得調整という。
【００１８】このような利得及びオフセットを調整する
ために従来は，プリアンプ部２とＡ／Ｄ部３の出力線に
ジグ（Ｊｉｇ)という外部装置を連結し，作業者が目で
入力波形を直接確認してから，利得とオフセットを調整
していた。また，上記のような調整作業をプログラム化
し作業者が直接確認せず，自動で入力波形の利得及びオ
フセットを調整することもあった。
【００１９】この場合，Ａ／Ｄ部３のデジタル出力値を
検出しボトムレベルを‘０×００’に，トップレベルを
‘０×ＦＦ’に設定してオフセットと利得を調整するよ



(4) 特開２００１－１３９３１

10

20

30

40

50

5
うになる。
【００２０】しかし，上記のように従来の液晶ディスプ
レイ装置の利得及びオフセット調整方法は作業者が一々
目で確認し手動調整するため，液晶ディスプレイ装置と
外部装置との間に同一環境を構成しなければならない煩
わしさがあった。
【００２１】また，プログラム化し利得とオフセットを
自動調整する方法又はＡ／Ｄ部へ入力される映像信号の
あらゆる領域を参照するために図１のプリアンプ部２か
らＡ／Ｄ部３へ入力される映像信号の波形を示した図２
のように，映像信号のエッジ部分にノイズが発生する現
象(リンギング(ｒｉｎｇｉｎｇ))又はダンピング(ｄａ
ｍｐｉｎｇ)現象）によって利得及びオフセット調整の
際，ノイズに影響され好適の利得及びオフセット値が得
られないという問題があった。
【００２２】
【発明が解決しようとする課題】本発明は，従来の液晶
ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整方法が有す
る上記問題点に鑑みてなされたものであり，本発明の目
的は，液晶ディスプレイ装置の生産過程にて，コンピュ
ータシステムから液晶ディスプレイ装置へ入力される映
像信号の領域を示すベースアドレスレジスタを安定領域
に設定した後，安定領域のデータだけを参照することに
よってＲ,Ｇ及びＢの色信号の利得とオフセットが簡便
かつ正確に設定できる液晶ディスプレイ装置の利得及び
オフセット調整方法を提供することである。
【００２３】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め，本発明による液晶ディスプレイ装置の利得及びオフ
セット調整方法は，コンピュータシステムから入力され
る映像信号の利得とオフセットを調整するために利得は
最大に，オフセットは最小に初期化する第１過程と，ブ
ラック領域の安定領域データを読み出すためにベースア
ドレスレジスタを設定した後，ベースアドレスレジスタ
を介して読み出された映像信号のデータと，上記第１過
程を介して初期化された最小データとの比較によってオ
フセットを調整する第２過程と，第２過程のオフセット
調整が完了すると，ホワイト領域の安定領域データを読
み出すためのベースアドレスレジスタを設定した後，ベ
ースアドレスレジスタを介して読み出された映像信号の
データと第１過程を介して初期化された最大データとの
比較によって利得を調整する第３過程とを含むことを特
徴とする液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調
整方法が提供される。
【００２４】第２過程は，ブラック領域の安定領域デー
タを読み出すためにベースアドレスレジスタを設定する
第１段階と，第１段階で設定されたベースアドレスレジ
スタを介して読み出された映像信号のデータが第１過程
にて初期化された最小データより大きいか否かを判断す
る第２段階と，第２段階の判断の結果，ベースアドレス
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レジスタを介して読み出されたデータが最小データより
大きい場合，好適のオフセットが得られるまでオフセッ
トを減少させる第３段階と，第２段階の判断の結果，ベ
ースアドレスレジスタを介して読み出されたデータが最
小データと同一であるか，または小さい場合，現在読み
出されたデータをオフセットに設定しオフセット調整を
完了する第４段階とをさらに含むことを特徴とする液晶
ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整方法でもよ
い。
【００２５】また，第３過程は，ホワイト領域の安定領
域データを読み出すためにベースアドレスレジスタを設
定する第５段階と，第５段階で設定されたベースアドレ
スレジスタを介して読み出された映像信号のデータが，
第１過程において初期化された最大データより小さいか
否かを判断する第６段階と，第６段階の判断の結果，ベ
ースアドレスレジスタを介して読み出されたデータが最
大データより小さい場合，好適の利得が得られるまで利
得を増加させる第７段階と，第６段階の判断の結果，ベ
ースアドレスレジスタを介して読み出されたデータが最
大データと同一であるか，または大きい場合，現在読み
出されたデータを利得に設定し利得調整を完了する第８
段階を含むことができる。
【００２６】第１過程にて初期化される最小データは
‘０×００’であり，最大データは‘０×ＦＦ’であっ
てもよい。第２，第３過程にて設定されたベースアドレ
スレジスタを介して読み出される映像信号のデータは，
画素単位であることが望ましい。
【００２７】さらに，安定領域データは，コンピュータ
システムから入力されるＲ，Ｇ及びＢの色信号の，エッ
ジ部分に発生されるノイズのない領域のデータであり，
コンピュータシステムから入力されるＲ，Ｇ及びＢの色
信号のエッジ部分に発生するノイズのない領域のデータ
中，エッジ部分に発生するダンピング領域の２～３倍に
設定することが可能である。
【００２８】また，利得及びオフセットの調整は，コン
ピュータシステムから入力される映像信号のダンピング
領域データのダンピングレベルを抽出する第１０過程
と，第１０過程で抽出されたダンピング領域データのダ
ンピングレベルとマイクロコンピュータに既に保存され
ているダンピング領域データのダンピングレベルを比較
し一致するデータがあるか否かを判断する第１１過程
と，第１１過程の判断の結果，一致するデータがある場
合，マイクロコンピュータに保存されている該当ダンピ
ングレベルで設定された利得とオフセットデータを，現
在調整中の液晶ディスプレイ装置の利得とオフセットと
して設定する第１２過程と，第１１過程の判断の結果，
一致するデータがない場合，最も近接なダンピングレベ
ルで設定された利得とオフセットを現在調整中の液晶デ
ィスプレイ装置の利得とオフセットとして設定する第１
３過程と，第１２および１３過程で設定された利得とオ
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7
フセットによって利得とオフセットを調整する第１４過
程を有する液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット
調整方法により行うこともできる。
【００２９】このとき第１１過程のマイクロコンピュー
タには，コンピュータシステムから液晶ディスプレイ装
置へ入力される映像信号のダンピング領域データのダン
ピングレベルに対するデータと，該当ダンピングレベル
データの映像信号が入力される時，調整された利得とオ
フセットデータが保存されるようにしてもよい。
【００３０】かかる構成によれば，Ｒ,Ｇ及びＢの色信
号の利得とオフセットが簡便かつ正確に設定可能な液晶
ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整方法を提供
することができる。
【００３１】
【発明の実施の形態】以下，添付の図面を参照しつつ本
発明の液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整
方法を詳しく説明する。なお，本明細書及び図面におい
て，実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は，同一の符号を付することにより重複説明を省略す
る。
【００３２】図３は本発明にかかる利得及びオフセット
調整方法が適用された液晶ディスプレイ装置の構成を示
した概略ブロック図である。図１と同じ部分は同一符号
を使用し，ここでそれに対する詳細な説明を省く。
【００３３】図３に示されたように，マイクロコンピュ
ータ１０はコンピュータシステム１からプリアンプ部２
へ入力される映像信号，即ち，Ｒ,Ｇ及びＢの色信号の
安定領域データを利用し利得とオフセットを調整するプ
ログラムが内蔵されている。また，ＩＩＣ(Ｉｎｔｅｒ
  Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ  Ｃｉｒｃｕｉｔ)に連結され
たプリアンプ部２から出力されるＲ,Ｇ及びＢの色信号
の利得とオフセットを，内蔵されたプログラムにより調
整し，調整されたＲ,Ｇ及びＢの色信号がＡ／Ｄ部３へ
出力できるようにプリアンプ部２を制御する。
【００３４】この時，コンピュータシステム１からプリ
アンプ部２へ入力されるＲ,Ｇ及びＢの色信号の安定領
域は，図２に示されたように，プリアンプ部２へ入力さ
れるＲ,Ｇ及びＢの色信号のエッジ部分で生じるノイズ
のない領域を意味する。
【００３５】そして，安定領域はコンピュータシステム
１から入力されるＲ,Ｇ及びＢの色信号のエッジ部分に
発生するノイズ(ダンピング現象)のない領域のデータの
うち，ダンピング現象が起こる領域の２～３倍に設定す
ることが最も望ましく，この安定領域はマイクロコンピ
ュータ１０に内臓されている利得とオフセット調整プロ
グラムにより指定される。
【００３６】一方，上記のように利得は最大に，オフセ
ットは最小に設定してから，安定領域のデータと比較し
最適の利得とオフセットを設定する例とは異なり，ダン
ピング現象に対する実験データを参照し強制的に利得と
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オフセットを調整することもできる。
【００３７】即ち，液晶ディスプレイ装置を生産するた
びに調整される利得とオフセットデータ等を参照し，コ
ンピュータシステム１から入力される映像信号のダンピ
ング領域データのダンピングレベルに対するデータと，
該当ダンピングレベルデータの映像信号が入力される際
に，調整された利得とオフセットデータをマイクロコン
ピュータ１０に前もって内蔵する。
【００３８】現在生産ラインにて利得とオフセットを調
整すべき液晶ディスプレイ装置へ入力される，映像信号
のダンピング領域データのダンピングレベルを抽出した
後，マイクロコンピュータ１０に既に保存されていたデ
ータと比較し，ダンピングレベルの比較結果によって，
該当ダンピングレベルにて調整された利得とオフセット
データに強制的に利得とオフセットを調整するようにし
た。
【００３９】このように構成された本発明にかかる液晶
ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整方法を，図
４と図５を参照しながら説明する。
【００４０】(第１の実施形態)図４は，本実施形態にか
かる液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整方
法の流れを示したフローチャートである。コンピュータ
システム１から入力される映像信号，即ち，Ｒ,Ｇ及び
Ｂの色信号の利得とオフセットを調整するために利得は
最大に，オフセットは最小に初期化する(ステップＳ１
０)。即ち，利得は‘０×００’に，オフセットは‘０
×ＦＦ’に初期化するのである。
【００４１】上記のように，利得とオフセットを初期化
した後にはオフセット調整を遂行するために入力される
Ｒ,Ｇ及びＢの色信号のうち，ブラック領域(Ｂｌａｃｋ
  Ａｒｅａ)の安定領域データを読み込むためのベース
アドレスレジスタを設定する(ステップＳ２１)。
【００４２】そして，ステップＳ２１で設定されたベー
スアドレスレジスタを介して読み出された映像信号のデ
ータがステップＳ１０にて初期化された最小データより
大きいか否かを判断する(ステップＳ２２)。
【００４３】この時，安定領域はコンピュータ１から入
力されるＲ,Ｇ及びＢの色信号のエッジ部分に発生され
るノイズのない領域のデータであり，ベースアドレスレ
ジスタを介して読み出された映像信号のデータは画素単
位である。
【００４４】ステップＳ２２の判断の結果，ベースアド
レスレジスタを介して読み出されたデータが最小データ
より大きい場合には最適のオフセットが得られるまでオ
フセットを徐々に減少させる(ステップＳ２３)。
【００４５】しかし，判断の結果，ベースアドレスレジ
スタを介して読み出されたデータが最小データと同一で
あるか，または小さい場合には，現在読み出したデータ
を，調整中の液晶ディスプレイ装置のオフセットとして
設定しオフセット調整を完了する(ステップＳ２４)。
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【００４６】オフセット調整が完了すると，利得調整を
遂行するために入力されるＲ,Ｇ及びＢの色信号のう
ち，ホワイト領域(Ｗｈｉｔｅ  ａｒｅａ)の安定領域デ
ータを読み出すためのベースアドレスレジスタを設定す
る(ステップＳ３１)。
【００４７】ステップＳ３１で設定されたベースアドレ
スレジスタを介して読み出された映像信号のデータがス
テップＳ１０で初期化された最大データより小さいか否
かを判断する(ステップＳ３２)。
【００４８】ステップＳ３２の判断の結果，ベースアド
レスレジスタを介して読み出されたデータが最大データ
と同一であるか，又は大きい場合には，現在読み出した
データを，調整中の液晶ディスプレイ装置の利得として
設定して利得調整を完了する(ステップＳ３４)。
【００４９】以上のように，ブラック領域の安定領域デ
ータを一定値以下になるようにオフセットを，ホワイト
領域の安定領域データを一定値以上になるように利得を
設定することで，液晶ディスプレイ装置の利得及びオフ
セット調整を行うことができる。
【００５０】(第２の実施形態)一方，ダンピング現象に
対する実験データを参照し強制的に利得とオフセットを
調整する方法を，図５を参照ながら説明する。図５は，
本実施形態にかかる液晶ディスプレイ装置の利得及びオ
フセット調整方法の流れを示したフローチャートであ
る。コンピュータシステム１から入力される映像信号，
即ち，Ｒ,Ｇ及びＢの色信号の，ダンピング領域データ
のダンピングレベルを抽出する(ステップＳ１００)。
【００５１】ステップＳ１００にて抽出されたダンピン
グ領域データのダンピングレベルと，マイクロコンピュ
ータ１０に既に保存されているダンピング領域データの
ダンピングレベルを比較し一致するデータがあるか否か
を判断する(ステップＳ１１０)。
【００５２】この時，マイクロコンピュータ１０にはコ
ンピュータシステム１から液晶ディスプレイ装置へ入力
される映像信号のダンピング領域データのダンピングレ
ベルに対するデータ等と，該当ダンピングレベルデータ
の映像信号が入力される時，調整された利得とオフセッ
トデータが保存されている。
【００５３】ステップＳ１１０の判断の結果，ステップ
Ｓ１００から抽出されたダンピング領域データのダンピ
ングレベルと一致するデータがある場合，マイクロコン
ピュータ１０に保存されている該当ダンピングレベルで
設定された利得とオフセットを，調整中の液晶ディスプ
レイ装置の利得とオフセットとして設定する(ステップ
Ｓ１２０)。
【００５４】しかし，ステップＳ１１０の判断の結果，
ステップＳ１００から抽出されたダンピング領域データ
のダンピングレベルと一致するデータがない場合，最も
近接なダンピングレベルで設定された利得とオフセット
データを現在調整中の液晶ディスプレイ装置の利得とオ*
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*フセットとして設定する(ステップＳ１３０)。
【００５５】そして，ステップＳ１２０およびＳ１３０
にて設定された利得とオフセットによって利得とオフセ
ットを強制的に調整することで利得とオフセット調整を
終了する(ステップＳ１４０)。
【００５６】以上のように，入力された映像信号のダン
ピング領域データのダンピングレベルを検出し，既存の
データと比較することで，液晶ディスプレイ装置の利得
及びオフセット調整を行うことができる。
【００５７】以上，添付図面を参照しながら本発明にか
かる液晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整方
法の好適な実施形態について説明したが，本発明はかか
る例に限定されない。当業者であれば，特許請求の範囲
に記載された技術的思想の範疇内において各種の変更例
または修正例に想到し得ることは明らかであり，それら
についても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了
解される。
【００５８】
【発明の効果】以上詳細に説明したとおり，本発明によ
れば，コンピュータシステムから液晶ディスプレイ装置
へ入力される映像信号の領域を表すベースアドレスレジ
スタを安定領域に設定し，その領域のデータだけを利得
及びオフセット調整に活用するために，映像信号のエッ
ジ部分に発生するノイズの影響を最小化した状態で好適
の利得とオフセット値が設定でき，これによってＲＧＢ
間の偏差を減少させる効果を奏する。
【００５９】また，入力された映像信号のダンピング領
域データのダンピングレベルを用いることで，簡便に液
晶ディスプレイ装置の利得及びオフセット調整を行うこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来技術における液晶ディスプレイ装置の構成
を示した概略ブロック図である。
【図２】図１のコンピュータシステム１からの入力映像
信号波形を示した図面である。
【図３】本発明にかかる利得及びオフセット調整方法が
適用された液晶ディスプレイ装置の構成を示した概略ブ
ロック図である。
【図４】第１の実施形態にかかる液晶ディスプレイ装置
の利得及びオフセット調整方法を詳しく示したフローチ
ャートである。
【図５】第２の実施形態にかかる液晶ディスプレイ装置
の利得及びオフセット調整方法を詳しく示したフローチ
ャートである。
【符号の説明】
１    コンピュータシステム
２    プリアンプ部
３    Ａ／Ｄ部
５    ＰＬＬ部
６    グラフィック制御部
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１０  マイクロコンピュータ

【図１】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种用于液晶显示装置的增益和偏移调整方法，其中
可以容易且准确地设置输入到液晶显示装置的R，G和B颜色信号的增益
和偏移。 从计算机系统输入的视频信号的增益被初始化为最大值，而偏
移被初始化为最小值（步骤S10），并且设置基地址寄存器（步骤S21）
以读取黑色区域的稳定区域数据。 通过减小偏移直到读取的视频信号数
据变为初始化的最小数据来调整偏移（步骤S23）。 在设置地址寄存器
之后（步骤S31），增加增益（步骤S33），直到读取的视频信号的数据
达到初始化的最大数据为止（步骤S33）。
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